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ワイド液晶カラーディスプレイ 
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Ver 1 .0 

この度は Green House 製品をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。 
ご使用の前に必ず取扱説明書をよくお読みになり正しくお使いください。 
また、お読みになった後も大切に保管してください。 
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警告マークについて 

この取扱説明書は、次のような表記をしています。表示の内容をよく理解してから本文をお読みく 
ださい。 


△警告 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡又は重傷を負う可能性が 
想定される内容を示しています。 


A 注意 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が障害を負う可能性が想定され 
る内容、および物的損害の発生が想定される内容を示しています。 


なお、 也注意に 記載された事項、及び本文中の注意事項でマークの無い注意事項でも状況によ 
つては、重大な結果に結びつく可能性があります。必ず「ご使用上の注意」を守ってください。 


♦本書の内容の一部又は全部を無断転載することは固くお断り致します。 

♦本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。 

♦本書に記載した会社名•商品名は、各社の商標又は登録商標です。 

♦本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万が一誤りや記載漏れなどお気付き 
の点がありましたら、販売店までご連絡ください。 

♦乱丁、落丁はお取替えいたしますので、お買い上げの販売店までご連絡ください。 
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ご使用上の警告及び注意 


△警告 

〇 万が一、異常が発生したら 

煙が出る、変な臭いや音がするなどの異常が発生したときは、すぐに電源を〇 FF にして、電源プラグをコンセントから抜いて販売店 
又は弊社サポートにご相談ください。そのまま使用すると火災や感電の原因となります。 

〇キャビネット(液晶ディスプレイカバー）は外さない、分解•改造しない 

内部には鼋圧の非常に高い部分があり、キャビネットを外したり改造したりすると火災や感■の原因となります。 

内部の点検や修理は、販売店又は弊社サボートにご相談ください。 

〇液晶ディスプレイの中に異物を入れない 

液晶ディスプレイの通風孔などから内部に、燃えやすい物や金属類などの異物を差し込んだり、落とし込んだりしなし)でください。火 
災や感電又は故障の原因となります、特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。 

万が一、異物が入ったときは、すぐに鼋源を OFF にして、電源プラグをコンセントから抜いて、販売店又は弊社サポートに修理をご相 
談ください。 

〇水のある場所では使わない 

風呂場や洗濯機の近くなど、濡れたりする場所で使用しないでください。火災や感電の原因となります。 

〇不安定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所に置かないでください。落ちたり、倒れたりして、けがの原因になります。平らで 
十分に強度のある、安定した場所においてください。特にお子様や動物のし)るご家庭では十分にご注意ください。 

万が一、液晶ディスプレイを落としたり、キャビネットを破損した場合は使用を止め、すぐに販売店又は弊社サポートに点検をこ'依頼く 
ださい。そのまま使用を続けると、火災や感電の原因となる場合があります。 
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△注意 

〇正しい_圧で使用する 

専用電源ケーブルを使用し AC100V の電源電圧でお使いください。異なる電源電圧で使用すると火災や感電の原因となります。 

〇電源ケープルを傷つけない 

電源ケーブルが、重い物や液晶ディスプレイの下敷きにならないようにしてください。また無理に曲げたり、弓Iっ張ったり、加熱したり 
しないでください。ケーブルが破損して、火災や感電の原因となります。 

ケーブルが傷ついたりしたらすぐに販売店または弊社サボートに交換をご依頼ください。 

〇雷が鳴り出したら、電源プラグに触れない 

感電の原因となります。 

〇置き場所を選ぶ 

下記のような場所に置かなし)でください。火災や感電の原因又は故障の原因となることがあります。 
x 湿気やほこりの多い場所 
x 調理台や加湿器の近く、油煙や湯気があたる場所 
X直射日光や照明光が直接あたる場所 
X衝撃や振動の多い場所 
X熱器具の近く 

〇保管に注意する 

衝撃や振動の多い場所や、直射日光の下、結露•低温•高温•多湿の場所へ長期間放置•保管はしなしヽでください。 
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A 注意 


〇下記のよ 5 な使い方はしない 

X あお向けや横倒し、逆さまにする 

X 押し入れや本箱などの風通しの悪い狭し)ところに押し込む 
X じゆうたんや布団の上に置く 
X テーブルク□スなどをかける 


〇通風孔をふさがない 

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。風通しをよくするために、液晶ディスプレイの周囲から 
1 Ocm 以内は何も置かないでください。 

〇移動させるときは、外部の接続ケープルをはすす 

液晶ディスプレイを移動させるときは、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜き、映像信号ケーブルなどの接続ケ 
ーブル類を外したことを確認の上、移動させてください。火災や感電の原因となることがあります。 

〇旅行などで長時間使用しないときは、_源プラグを抜く 

安全のため、必ず電源プラグを抜いてください。火災の原因となることがあります。 


〇プラグ•コネクタを持って抜く 

電源ケーブルや映像信号ケーブルを抜くときは、ケーブルを弓Iっ張らず、必ずプラグ•コネクタの部分を持って抜いてください。ケー 
ブルが傷つき、火災や感電の原因となることがあります。 

〇濡れた手で電源プラグ•映像信号ケープルコネクタに触らない 

ぬれた手で電源プラグ•映像信号ケーブルコネクタなどを抜き差ししないでください。感電の原因となることがあります。 

〇コンピュータの上に液晶ディスプレイを置く時 

必ずコンピュータの取扱説明書などで強度を確認してください。コンピュータ又は液晶ディスプレイが破損する原因となります。ま 
た、タワー型などのコンピュータを立てて置いている場合は、その上に置かないでください。不安定で危険です。 







クラス B 情報技術装置 

この装置は、情報処理装置など電波障害自主規制協議会 (VCCI) の基準に基づくクラス B 情報技 
術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレ 
ビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を弓Iき起こすことがあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


国際 エネルギースター プログラム 

当社は、国際エネルギースタープログラムの參加事業者として、本製品が国際エネルギースタープ 
□グラム対象製品に関する基準を満たしていると判断します。 



国外での使用禁止 

• 本製品は日本国内専用に製造および販売されています。 

This product is manufactured and sold for Japanese domestic market only. 

• 本製品は日本国外では使用できません。 

This product can not be used outside Japan. 

• 日本国外で使用された製品によるいかなる問題に対しても弊社は責任を負いかねます。 

We have no responsibility for any issues caused by the use of this product 
outside Japan. 

• 日本以外の国での製品の技術サボートおよびサービスは一切行なっておりません。 

We also do not have any technical support and service for this product in other 
countries. 















■ 付属品のチェック 

パッケージの中に下記のものがすべて入っているかどうかご確認ください。 


液晶ディスプレイ本体 

... 1台 

専用電源ケーブル 

…1本 

アナログ映像信号ケーブル 

• • • 1本 

取扱説明書(本書） 

... 1冊 

デジタル映像信号ケーブル 

... 1本 

保証書 (3 年間）※ 

• _ ■ 1枚 

オーディオケーブル 

• • • 1本 




※バックライト、 LCD パネルなどの消耗品については1年間の保証となります。 


視角の設定 "■ 

本製品は快適な視覚を得るように液晶画面の角度を調整することができます。 
角度の調節は、上下-5度〜2◦度の範囲で調節可能です。 

※視覚調節時は無理な調節を行わないでください。 

製品破損の原因になります。 
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コンピュータと接続 


接続する前に 

今まで使用していたディスプレイを本製品に置き換える場合、あらかじめ本製品で表示可能な画面 
設定に変更した後、コンピュータ本体と接続してください。表示可能な画面設定については、 P. 16 
「ビデオモード」をご参照ください。 


コンピュータと接続する 




( 3 ) 




( 2 ) ® @ ( 5 )( 6 ) 


①： AC ジャツクコネクタ 
③： DV 卜 D 端子 
⑤：音声入力端子(緑） 


②： HDIVU 端子 
④： Mini D - Subl 5 端子 
® :音声出力端子(黒） 


1. 本製品を接続する前に、本製品とコンピュータ本体の電源が〇 FF であることを確認してください。 

2. 本製品背面の Mini D-subl 5端子(④)に付属のアナログ映像信号ケーブルを接続し、他方を 
コンビュータ本体の Mini D-subl 5端子に接続してください。 

デジタル信号接続を行う場合は、 DVI-D 端子(③)にデジタル映像信号ケーブルを接続し、他 
方をコンピュータ本体の DVI-D 端子に接続してください。 

3. 本製品背面の音声入力端子(⑤)に才ーディオケーブルを接続し、他方をコンピュータ本体の 
音声出力端子に接続してください。 

本製品から音声を出力する場合は、音声出力端子(⑧)に 03.5mm プラグを搭載したイヤホン 
またはスピーカーを接続してください。 

4. 電源ケーブルを本製品背面の AC ジャックコネクタ(①)に接続し、他方をコンセント (AC1 00V) 
に接続してください。 

※コンピュータとの接続は、ご使用のコンピュータの取扱説明書をご参照ください。 

※ Mini D - subl 5端子、 DVI - D 端子、 HDM 喘子の3系統に3台の機器を接続した場合は、 
先に入力信号を検知した機器の画像が表示されます。 
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HDMI 対応機器と接続 


接続する前に 

1 . 本製品を接続する龍こ、本製品と HDMI 対応映像機 (DVD プレーヤー、ゲーム機器、地上デジ 
タルテレビ放送用デジタルチューナ等)の電源が OFF であることを確認してください。 

2. 本製品背面の HDIVH 端子(②)に HDMI ケーブルを接続し、他方を機器の HDMI 出力端子に接 
続してください。 

3. 電源ケーブルを本製品背面の AC ジャックコネクタ(①)に接続し、他方をコンセント (AC1 〇 0V) 
に接続してください。 

※本製品は HDMI Verl .3 準拠した19ピン TypeA 入力端子を一つ搭載しています。 
コンピュータからの入力および CEC には対応していません。 

対応機器との接続は、こ'使用の HDMI 対応機器の取扱説明書をご参照ください。 
※全ての HDMI 対応機器での動作を保証するものではありません。 
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アームの 取り付け 


本製品のスタンド部分は取り外すことが出来ます。 

スタンドを取り外す場合は、下図に示す本製品裏面の3箇所のネジを取り外した後、スタンドを取り 
外してください。 


取り外す 



本製品は VESA 規格に準拠したアームを取り付けることが可能です。上記説明にてスタンドを取り 
外した後、アームの取扱説明書の手順に従い取り付けてください。 
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ポタン説明 


SOURCE 


AUTO 


MENU 


: ft 


① 


② 


③④⑤ 


⑥ 


⑦ 


m 

嵐 tTlt タン/薇 

IBS 

① 

SOURCE 

• 麵言号を Analog / Digital/HDMI に切り替えます。 

② 

AUTO 

• 〇 SD メニュー項目調節^夫定、，終了を行います。 

• 〇 SD メニュ ー 寺、 Auto Configure を実行します 0 

⑧ 

— 

• 0 SD メニュー項目の変更及び韻整を行います。 

〇 SD メニュ^^時、音量調を^します。 

④ 

0 

• 電源 0 N 時に映像信号が入力されると緑色に点灯します。 

• 日央像信号が入力されなし'^など省モード時には 

措色に点灯します。 

電源〇 FF 時(衣肖灯します。 

⑤ 

+ 

- 〇 SD メニュー項目の変更及び調整を行います。 

. 0 SD メニュ^^0寺、音量調®!®を表示します。 

⑧ 

MENU 

- 0 SD メニューを^します。 

• 0 SD メニュー項目奴夬定を行います。 

⑦ 

0 

• 電原の 0 N /0 FF の切り替えを行います 。 
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osd メニューコント□一 n # i 頓 


本は OSD メニュー繼 g を使用して画^^^11^3■ることがでぎます。 



EXIT-JVUTO 土 : LEFT/RIGHT ENTERMENU 


1 . MENU ボタと OSD メ^ zl -0 メインメニューび新胡雜。 

2 . メインメニューが患〒されましたら、 [+] ボタンまたは[一]ボタンを押して！^•る項目を選 R し、 
MENU ボタンを押してサブメニュ—に樹ラしてくださ U 

3. サブメニューに移行後、 [+] ボタンまたは[― ] ボタンを押して ■る OSD 項目觸尺し、 MENU 

ボタンを押して漉してくださ U 

4. [+] ボタンまたは[―]ボタンを押して、設定値ひ頸を行います。 

5. 調^'終わりましたら MENU ボタンを押してくださ U 設定が保存されます。 

6 . AUTO ボタンを押してメインメニューに戻ります。 

7. 引き続き目^^したし^^、毛膜2に戻って櫥诗行って<ださい。言捉を*?7する 
場合！よ、 AUTO ボタンを押して OSD メニューを終了してくださし、 










OSD シヨートカツト格箱 g 




本 ggS は OSD メニューを呼び出さず(こ調節.設^きる項目があります。 
それぞれ OSD メニューが表^されてしすよし如®^操作を行うことで実行されます。 


Speaker Volume 

[+] ボタンまたは！:-]ボタンを押^と、音量調題!®を 

表 TJX しボ9。 

Auto Configure 

AUTO ボタンを卿"と 、 Horizontal Position 、 

Vertical Position 、 Clock、Focus の自行います 0 

Input Select 

SOURCE ボ'タンをネ W と、(言号を Analog 、 Digital ' HDMI 

に切り替えます。 


MPBI こ関しては P 14、 15の OSD メニュー IIS を；^くだ； SU > 
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OSD メニューロック腦 

OSD メニュー□ック漏 g を有効にすると、〇 SD メニ:!一が表兩不可となります。 

不^意な設^^を防く場^にご糊ください。 

OSD メニュー□ック機能を有効/無効にする 

1 ■ 本製品の電原が OFF [こなってし％ことを_忍します。 

2. MENU ボタンを押しながら、電源ポタンを押してくださ U 

國に rOsd LockJ と泰示され、 OSD メニューロック■叻窄効になります。 

3. OSD メニューロックを無功にする場合Iよ、 2 と同様の行ってくださし、 
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OSD メニュー項目 1 


項目 

( メインメニュー） 

項目 

( サブメニュー） 

内容 

*:<*} 

Luminance 

Contrast 

画面のコントラストを調整します。 

Brightness 

画面の明るさを調整します。 

Ec 〇 ※ 1 

Standard 

Contrast/ 巳 rightness を任意の明るさに調整します。 

Text 

テキストの表示に最適な明るさに調整します。 

Internet 

インターネット閲覧に最適な明るさに調整します。 

Game 

ゲームに最適な明るさに調整します。 

Movie 

映画鑑賞に最適な明るさに調整します。 

Sports 

スポーツ観戦に最適な明るさに調整します。 

Gamma 

Gamma 1 

ガンマを調整します。 

Gamma2 

Gamma3 

DCR ※2 

DCR 機能の 0N/0FF を切り替えます。 

※口〇円機能を ON にするとコントラスト比 20000 : 1 になります。 

♦ 

Image Setup 

※3 

Clock 

画面に縦模様が生じたときに調整します。 

Focus 

画面にノイズが生じる場合や文字、アイコン等の輪郭が 
ぼやける場合に調整します。 

H.Position 

水平方向画面サイズを調整します。 

V.Position 

垂直方向画面位置を調整します。 

••• 

ColorTemp. 

Color 

Temp. 

sRG 巳※ 4 

インターネット上などで原画像に基づいた色合いに調整します。 

930 OK 

色温度を 9300 K に設定します。 

6500 K 

色温度を 6500K に設定します。 

5400 K 

色温度を 5400K に設定します。 

User 

User-R 

赤色の濃淡を調整します。 

User-G 

緑色の濃淡を調整します。 

User- 巳 

青色の濃淡を調整します。 

Digital TV Mode 

※巳 

地上デジタル放送等に最適な色合いに調整します。 
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OSD メニュー項目 2 


項目 

(メインメニュー） 

項目 

(サブメニュー） 

内容 



H.Position 

画面の水平方向の位置を調整します。 

08D 

Osd Setup 

V.Position 

画面の垂直方向の位置を調整します。 



Timeout 

OSD メニューを表示する時間を設定します。 



Input 

Select 

Analog 

入力映像信号を D - sub 端子に切り替えます。 



Digital 

入力映像信号を DVI - D 端子に切り替えます。 



HDMI 

入力映像信号を HDM 踹子に切り替えます。 



Auto Configure 

Clock 、 Focus ' H . Position 、 V.Position の項目が 

葬 

Extra 

※6 


自動で調整されます。 

Aspect 

Full 

画面の縦横比(アスペクト比)を16:9に切り替えて表示します。 



Control 

4:3 

画面の縦横比(アスぺクト比)を4:3に切り替えて表示します。 



Reset 

工場出荷時の設定に戻します。 



Information 

現在ご利用中の解像度、リフレッシュレート等の情報を 

表します〇 


※lStandard 以外の項目では、 Contrast Brightness の項目は選択できません。 

※2 DCR 機能 ON のときは、 Contrast , Brightness , Eco , Gamma の項目は選択できません。 

※日デジタル接続のときは、 Image Setup の項目は選択できません。 

※斗 sRGB のときは、 Contrast , Brightness , Eco の項目は選択できません。 

※已 Digital TV Mode のときは、 Contrast , Brightness , Eco の項目は選択できません。 

※6デジタル接続のときは、 Auto Configure の項目は選択できません。 

※音量調整画面を表示するときは、 OSD メニューが表示されていない状態で、 [+] ポタンまたは[一]ポタンを押してください。 
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ビデオモード 


解像度 

水平周波数 ( kHz ) 

垂直周波数 ( Hz ) 

モード 

1920 x 108 〇※ 

67 

60 

VESA-WUXGA 

640 x 48 〇※ 

31 

60 

VESA-VGA 

38 

75 

800 x 60 〇※ 

38 

60 

VESA-SVGA 

47 

75 

1024 X 768 《 

48 

60 

VESA-XGA 

60 

75 

1280 x 1020 

63 

60 

VESA-SXGA 

80 

75 


※液晶ディスプレイの解像度及び周波数が上記の設定範囲外の場合、正常に表示されない場合 
があります。 


※著作権保護技術 HDCP の映像などをお楽しみいただくためには別途 HDCP 対応のビデオカ 
ードやコンピュータなどの八ードウエアが必要です。 

※本製品の推奨解傢度は1 920 X 1 080です。お客様の環境にて推奨解像度が表示できるか 
をあらかじめこ確認ください。 

※本製品は推奨解像度以外の解像度では擬似的に画像を拡大して表示するため、文字などの線がぼやけて表示されますが、本製品 
の仕様のため故障ではございません。 

※お使いのコンピュータに上記ビデオモードの垂直周波数が選択できない場合はより近い垂直周波数を選択してください。 

※本製品が対応する解像度1 920 X 1 〇8◦は Windows の場合 、 Windows Vista.Windows XP , Windows 2 ◦◦◦のみ対応で 
す。 Macintosh でご使用する場合 、 Mac OS X 10.2以降になります。 

※本製品は Power Macintosh シリーズでの DV 膀続での動作は保証し)たしかねます。 

※本製品は ADC(Apple Display Connector ) を使用した場合の動作は保証いたしかねます。 

※本製品はデジタル〇アナログなどの変換コネクタでの動作は保証いたしかねます。 

※本製品はディスプレイ切り替え機での動作は保証しヽたしかねます。 

※本製品はサービスコンセントなどでの動作は保証し V ■こしかねます。 
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mim 


製品型番 

GH - ACJ 223 SD シ U - ズ 

パネルタイプ 

2 1.5 "Wide Non-glare TFT 

最大表示範囲 

476.6 mm x 268. lmm(Wx H ) 

最大表示解像度 

1920 X 1080( WUXGA ) 

画素ピッチ 

0.248 mm x 0.248 mm 

最大表示色 

1677 万色相当(擬似フルカラー） 

標準視野角度 

上下80°/80° 左右85785° 

コントラスト比 

1000：! 

( DCR 機能 on 時 20000:1) 

輝度 

300 cd / m 2 

応答速度 

5 ms 

水平周波数 

アナログ信号入力時 30 kHz 〜 8〇 kHz 
デジタル信号入力時 30 kHz 〜 80 kHz 

垂直周波数 

アナログ信号入力時 56 Hz 〜 75 Hz 
デジタル信号入力時 56 Hz 〜 75 Hz 

入力信号 

アナログ RGB(Mini D - Subl 5) 端子 
デジタル TMDS ( DVI - D ) 端子 

HDMI 1.3 端子 

パヮーマネージメント 

VESA DPMS 

プラグ&プレイ機能 

VESA DDC 2巳 

画面コント□ー ル 

OSD 

スピーカー 

ステレオスピーカ _2 基 （1 W +1 W ) 

消費電力 

最大 55 W (省電カモード時 2 W 以下） 

電源 

AC 100 V 

重量 

約 4.3 kg (本体） 

外形寸法 

511 .7 mm x 21 0.0 mm x 378.5 mm ( WxDxH ) 

動作時温度 

crc 〜40。。 

動作時湿度 

1 5%〜90%(結露なきこと） 

保管時温度 

◦°C 〜 60 °C 

保管時湿度 

15%〜90%(結露なきこと） 


※液晶パネルは非常に精密度の高い技術で作られていますが、画素欠けや常時点灯する画素が存在する場合があります。 
※製品製造上の欠陥ではありませんのであらかじめご了承ください。 

※製品仕様につきましては品質向上の為、予告なく変更する場合がありますのであらかじめご了承ください。 


17 


































トフフル シユー テインク 

スピーカーから勃吐ない 


(1) 本® S とコンピュ^ 7 が才ーディオケーブルで正しく接続されてし兄)かをご罐忍くださ U 

(2) 本製品のボリュームとコンピュー^本体側のボリューム設定をご隴忍くださし、 


1SI こ^ 


(1) 本製品の霸原が入ってし洛ことをご廳忍くださ U (ランプの色をご隴忍ください）あわせてコンビ 
ュータの電 iWA ってし巧)ことをご隴 i くださ u 

① LE D ランプが$削:[してし洛場合!ま®原ボタンを押してくださ U 

② _亍ってされなし■撮原ヶーブノ ご廳忍くださぃ。 

⑧腕行っても泰^されなし^(掲原ケープ)レがコンセントにささってしだ)かをご麵忍ください。 

( 2 ) mwyyymmm^ 

① コンピュータが鶴!*モードになってし似ぃかをご罐忍くださ IA 

② 本製品とコンピュー^のケーブ IL/Zm をご_忍くださ IA 

⑧ ± ezm 忍を行っても赛^されなし鳩合!规応烟言号を幼してし砀可能 I 妨あります。以下の 
方法で、対応してし Vg) 解 (m リフレッシュレートに_してくださ IA 
Windows 2000, XPOM^i 

Windows を VGA mode で讎し、対応してし俗解像 Jt 、 リフレッシュレートを選尺し直してく 
ださし、 

[Windows Vista ( D ® n ] 

低解(鍍ビデオ (640 x 480) で^し、_0^飼から B 綱節を通尺し、さらに D 7 ダ 
プタ』タブ内の I ドー覧！の中から対応している解像度、リフレッシュレートを®尺し直して 
くださ U 

[MacOS 10.2 以降の場合] 

今までご使用していたディスプレイに撥^し直して本製品の対応範囲内の画面設^ ( P .16 「ビデ 
オモード」参照）に変更し、再圍妾続を行ってくださ U 
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o) mw^yywmm^ 

①コンピュータから出力されてし棚*(言号をご艦くださし、 

以上の場合でも映らなし鳩合 I よ、，販売店もしくは弊社テクニカルサボートにご^炎くださ u 


アナログ信号入力 B 葫 S ® がにじんだり、ぼやけたりする 


(1 )AUTO Configure を実行してくださ U 

① MENU ボタンを押して OSD メニューのメインメニューを表示します。 

② [+] ボタンまたは[― ] ボタンを押して [ B < traJ を題尺し、 MENU ボタンを押してくださ U 

③ [+] ボタンまたは [-] ボタンを押して 「Auto Configure 」 麵尺し、 MENU ボタンを押し 
てください。 

④ [+] ボタンまたは[一]ボタンを押して [ Yes 」 を題 R し、 MENU ボタンを押してください。 
画画こ fAuto Configure Please Wait ] と表示され自動顧膣^行います。 


( 2 ) (1) で症状^敬善しなし鳩合はリフレッシュレートを変更できる場合はリフレッシュレートを変更 
してみてくださ IA 症肋■される可能肋'泡ります。症！劝糖されな U ■ま元に戻してくだ 
さし、 
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(3) ( IX ⑵で症脈繕しなし齡ょ獨で Slffi & fft 、 ます。 

※お客様奴 H 竟により Clock のみ、 Focus のみ、または両方の調節が値頃になります。 


[ Clock を調整する] 




Clock 想)^して 
漏歲糊こしてくださ U 


醒されてし你し麵纖 




① MENU ボタンを押して OSD メニュ ー CD メインメニューを表示します。 

② [+] ボタンまたは[― ] ボタンを押して 「Image Setup 」 を®尺し、 MENU ボタンを押して 
サブメニューに移行します。 

③ [+] ボタンまたは[一]ボタンを押して 「 Clock 」 を iB 尺し、 MENU ボタンを押して決定し 
ます。 

④ [+] ボタンまたは[一]ボタンを押して Clock を適切な値に設定します。 

⑤ AUT ◦ボタンを押してメニューを終了します。 


[ Focus を調整する] 




Focus して 
横糊こしてくださ u 


醒されてし取し麵纖 


尤態 


① MENU ボタンを押して OSD メニュー CD メインメニューを表示します。 

② [+] ボタンまたは[―]ボタンを押して 「Image Setup 」 を顯し、 MENU ボタンを押して 
サブメニューに移行します。 

⑧ [+] ボタンまたは[一]ボタンを押して 「 Focus 」 を選択し、 MENU ボタンを押し 
て決定します。 

④ [+] ボタンまたは[一]ボタンを押して Focus を適切な値に設定します。 


AUTO ボタンを押してメニューを終了します。 


⑤ 
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= トラプルが解決しないときは = 

下記テクニカルサボートまでご連絡ください。 

修理を依頼する場合は保証書が必要になります。 

(1) 保証書に販売店による捺印とご購入年月日が記していない場合は保証対象外となり 
ますので、ご購入後必ずご確認ください。また、販売店による捺印が無い場合はご 
購入時のレシート•領収書、通信販売の場合は製品の納品書なども購入日付の証明 
となりますので一緒に保管してください。 

( 2 ) 保証書の再発行は致しませんので、紛失しないよう大切に保管してください。 


= 製品回収•リサイクルについて = 

本製品ご使用後の廃棄は、下記のリサイクル回収手順の通りお申し込みください。 

• 個人のお客様 

本製品がご不要になられた場合に、下記の Web ページからお申し込みフォームを記入 
し、送信してください。 

詳しい情報については、弊社のホームページもあわせてご覧ください。 

• 法人のお客様 

弊社テクニカルサボートにお問い合わせください。 


回収のご案内： http :// www . green - house . co . jp / corporate / eco / recycle.html 


株式会社グリーン八ウステクニカルサボート 

TE L 

03-542 1 -0580 

受付時間1〇:〇〇〜12:0013:0◦〜17:00 

(土、日、祝日を除く弊社営業日のみ） 

FAX 

03-5421-2266 

Homepage 

http :// www . green - house . co . jp / support / index.html 


※受付時間は予告なく変更する場合があります。ご確認は当社ホームページにてお願い致します。 

※サボートを受ける為にはユーザー登録が必要になります。当社ホームページよりご登録お願い致します。 
※ご使用上のご質問、お問い合わせは当社ホームページ内のお問い合わせフォームよりお願い致します。 
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▲GREEN HOUSE 

土グリーンハウス 

〒150 -00 13 

東京 SSSEMbt 涛 1-20- ぶ三富ビル4階 

TEL 03-5421 -0580 (テクニカ) レサポート） FAX 03-5421 -2266 

ホームページ： http :// www . green - house . co . jp / 
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